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令和７年度 第２回八戸産学官連携推進会議 議事録 

 

日時 令和８年２月５日（木）10:00～ 

場所 八戸市庁本館３階 第一委員会室 

○司会（小笠原政策推進課長） 

ただいまから、「令和７年度 第２回八戸産学官連携推進会議」を開催いたします。はじめ

に、本日お配りした会議資料を確認させていただきます。 

本日の会議資料は、 

・次第 

・八戸産学官連携推進会議名簿 

・席図 

・資料１：令和７年度産学官連携事業の実績 

・資料２：令和８年度産学官連携事業（案） 

・参考資料１：外国人セミナーアンケート結果 

・参考資料２：八戸市の 0～18歳人口  

となります。過不足等はございませんでしょうか。 

それでは、開会にあたり、会長の熊谷市長より御挨拶いたします。熊谷市長よろしくお願い

いたします。 

○熊谷会長（八戸市長） 

おはようございます。御多用のところお集まりいただきまして、ありがとうございます。ま

た、日頃より、この会議に御理解と御協力いただいておりますことに感謝申し上げます。 

昨年度から会議内に事業検討部会を設置し、様々な事業を行っておりますが、今年度は「八

戸若者力形成インターンシップ」事業や「高等教育機関・市内企業ＰＲ事業」などに取り組ん

でおり、これらは産学官の連携をさらに加速させるとともに、地域社会と若者の架け橋とな

るものであり、非常に意義深いものと考えております。 

一方で、本市を取り巻く環境はいろいろと変化をしておりますことから、行政だけではな

く教育界、産業界、地域社会と互いに知恵を出し合い、挑戦していくことが大事だと考えてお

ります。 

本日は限られた時間ではありますが、忌憚のない御意見を賜りますようお願い申し上げま

して、冒頭の御挨拶といたします。よろしくお願いいたします。 

○司会（小笠原政策推進課長） 

ありがとうございました。それでは、議事に入りますので、熊谷市長に進行をお願いいたし

ます。 

○熊谷会長（八戸市長） 

それでは、しばらくの間、議長を務めさせていただきます。まず、「案件(１) 令和７年度産
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学官連携事業の実績」について、事務局から説明をお願いします。 

○事務局（見付 GL） 

政策推進課の見付と申します。よろしくお願いします。着座にて説明させていただきます。 

それでは、「令和７年度産学官連携事業の実績」について、御説明いたします。資料１の２

ページを御覧ください。目次となっておりますが、こちらの６つの事業につきましては、今年

度から国の地方創生予算をいただきながら、産学官連携事業として実施をしているものでご

ざいます。「八戸地域学」については令和４年度から実施しておりますが、ほかは令和７年度

から実施をしているというものになります。 

「八戸地域学」 

３ページを御覧ください。まずは、「八戸地域学」でございます。文化、地域の産業等を学

び、地域への理解や愛着の醸成を図ることで、若者の地元定着につなげていくことを目的に、

各高等教育機関共通の講義として、令和４年度より実施しているものでございます。 

第１回講義は、八戸学院大学 小林学長を講師に、10 月 29 日、八戸高専において「八戸の

まちの可能性について考えてきたこと」をテーマに実施していただきました。第２回講義は、

ヴァンラーレ八戸 下平代表取締役社長を講師に、11月 17日、八戸学院大学で開催しまして、

「地域に必要とされ、役に立ち、愛されるクラブへ」をテーマに講義をしていただいておりま

す。第３回講義は、デーリー東北株式会社 広瀬代表取締役社長を講師に、12 月 10 日、八戸

工業大学で開催しており、「北奥羽開発運動と八戸」をテーマに実施されました。 

今年度は全３回の講義を実施し、それぞれの高等教育機関で延べ 530 人、今現在で聴講を

していただいているという現状でございます。これらの講義につきましても、すでに各講義

は配信をしておりますが、市のホームページや市の YouTube にも順次掲載をして、市民の皆

様にも御覧いただけるよう公開してまいりたいと考えております。 

「長期実践型インターンシップ」 

４ページを御覧ください。「長期実践型インターンシップ」でございます。本事業は令和７

年度から実施し、学生が市内企業で約１か月間の実務体験や企画提案を行う、伴走支援型の

インターンシップ事業であり、若者の地元企業を知る機会の創出と地元企業の採用活動強化

を目的に実施しております。 

夏休みの期間に市外から学生７名を受け入れまして、（株）ヴァンラーレ八戸、（株）金入、

近田会計事務所において実施をしていただきました。ヴァンラーレ八戸では３名の学生を受

け入れ、ホーム戦 5000人集客を目標とする企画を考えていただきました。実際は、ナイター

ということもあったんですが、3300～3400 人ぐらいの集客ということになりました。金入さ

んでは２名の学生を受け入れまして、新たな購買体験の提案や店づくり、商品構成に関する

アイデアを企画・立案していただきまして、はっちにある金入にて商品の販売も実際に体験

をしていただきました。近田会計事務所では２名の学生を受け入れ、地域企業の新規事業開

発や組織改革等に関する企画提案が行われました。インターンシップ最終日の成果発表会で

は、学生からインターン活動の成果について発表していただき、大変充実したインターンシ

ップになったことが伺えました。また、受け入れた企業の社員にも参加していただきました

ので、企業にとっても新たな視点を得る機会になったと感じております。 
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「若手社員基礎力向上・職場定着セミナー」 

次に、５ページを御覧ください。「若手社員基礎力向上・職場定着セミナー」でございます。

本事業は、市内企業の若手社員を対象に、コミュニケーション能力や問題解決力などの基礎

的なビジネススキルの向上を図り、仕事への意識を高めることで、離職防止と職場定着につ

なげることを目的として実施しております。 

今年度は、全４回のうち２回実施しており、９月３、４日の２日間で計 34名に参加いただ

いております。後期セミナーとなる残りの２回については、２月 18、19日での開催を予定し

ております。 

「高等教育機関・市内企業 PR事業」 

６ページを御覧ください。「高等教育機関・市内企業 PR事業」でございます。本事業は、市

内高等教育機関および市内企業の取組や魅力について、商業施設等を活用し、広く市民や来

訪者に情報発信を行うものでございます。 

今年度は、イオンモール下田の 30周年記念事業とタイアップいたしまして、11、12月の２

か月間、イオンモール下田内に各高等教育機関のポスターやバナーを設置いたしましたのと、

西コートでのイベントも実施をしていただきました。八戸高専におきましては 11 月２日に、

商工会議所におきましては 11 月 15、16 日、八学大・八学短大におかれましては 12 月６日、

八工大におかれましては 12 月 13、14 日に、それぞれＰＲイベントを実施していただきまし

て、モノづくり体験や健康測定会等による高等教育機関の紹介や、物販、試食による市内企業

のＰＲを実施したところでございます。 

「外国人材受入セミナー」 

７ページを御覧ください。「外国人材受入セミナー」でございます。本事業は、人手不足の

影響を受ける市内企業に対して、これまでの日本人採用に加え、外国人材の雇用について考

える機会とするため、外国人雇用を検討している企業を対象に、雇用方法や制度説明等の「外

国人雇用の入口」となるセミナーを開催するものでございます。 

また、高等教育機関が取り組む外国人留学生に係る取組を市内企業に周知することで、市

内企業の外国人材活用及び高等教育機関の外国人留学生の定着を促進し、市内企業の人手不

足の解消を図ってまいりたいと考えているものでございます。今年度は、第１部で国立社会

保障・人口問題研究所の是川 夕氏を講師として、「外国人材と地域社会の持続可能性」をテー

マに基調講演をいただきまして、第２部ではパネルディスカッションを開催し、実際に外国

人労働者を雇用している市内企業の代表からは、外国人労働者を雇うことになった経緯や苦

労している点などの雇用主側の目線を。実際に八戸市で働いている外国人労働者からは、八

戸市の魅力や困っていることなどの働く側の目線をそれぞれ発表いただきまして、会場全体

で外国人労働者についての理解を深めることができたものでございます。また、八工大で取

り組まれている特定技能エンジニアプログラムや青森県庁の外国人相談窓口などの各種施策

も共有いたしまして、市内企業への周知を図りました。 

なお、今年度のセミナー参加者からのアンケート結果につきましては、お手元に報告書と

してお配りしておりますので、後ほど御覧いただければと思います。 

「はちのへ企業魅力発信×発見フェア」 

８ページを御覧ください。「はちのへ企業魅力発信×発見フェア」でございます。本事業は、
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高校生や大学生等を対象に、市内企業の製品や技術、仕事体験の機会を提供することで、市内

企業の認知度向上と将来的な人材確保につなげることを目的として実施したものでございま

す。 

令和７年度は、９月 13 日(土)に八戸プラザホテルにおきまして開催し、189 名に参加して

いただきました。企業 43社に仕事体験や製作体験ブースを出展いただいたほか、就職に関す

るトークセッションや保護者を対象にしたセミナー開催も実施をしたところでございます。 

以上が、今年度実施した産学官連携事業の実績報告になります。 

○熊谷会長（八戸市長） 

ただいまの説明に対しまして御質問、御意見等ございませんでしょうか。 

○武輪副会長（八戸商工会議所 会頭） 

「外国人材受入セミナー」は、令和６年度も開催したような記憶をしていたのですが、別枠

でしょうか。 

○事務局（見付 GL） 

令和６年度は商工会議所の事業としてやっていただいており、今年度は産学官連携事業と

いう枠組みの中で実施をしたということでは初めての開催ということになります。 

○武輪副会長（八戸商工会議所 会頭） 

わかりました。 

○熊谷会長（八戸市長） 

ほかにございませんでしょうか。 

○土屋委員（八戸工業高等専門学校 校長） 

すごく魅力的な取組をしておりますし、夏のときにいろんな意見が出た中からこの取組と

いうのは、それに対するある種の答えという形でやられていて、すごくいい取組をしている

んだなということはよく理解したんですけれども、１つは「長期実践型インターンシップ」。

地元企業の１か月間行って、いろいろ勉強できるというのはいい機会だと思うんですけど、

参加者が７名、参加会社が３社ですね。もう１つ、先ほどの武輪会頭からもあった「外国人材

受入セミナー」の出席者が 40名です。すごくいい反響のアンケート結果が出ているんだけれ

ども、参加者が 40名ということで、もうちょっとプログラムのコンテンツはいいので、参加

企業や参加者が増えるっていうことができればいいなと思うんですけど。やっぱりちょっと

まだ情報の共有が足りてないところがあるということなんでしょうか。 

〇商工会議所 原課長 

令和６年度はですね、商工会議所が単独で開催をさせていただきまして、そのときには 100

名ぐらいの参加がございました。昨年 12月は２回目のような形ではありますし、地震があっ

たあとということもありなのかもしれませんけれども、若干事業者の出足が鈍かったかなと

いうところでございます。 
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○土屋委員（八戸工業高等専門学校 校長） 

わかりました。インターンシップの方はどうですか。 

○事務局（見付 GL） 

インターンシップに関しては、当初の説明では 10名の学生を受け入れますという説明をさ

せていただいていて、うち５名は市内の学生、５名は市外ということで募集をしたんですが、

ちょっとスタートが遅くなったというんでしょうか。８月実施に向けて募集開始したのが５

～６月っていうところもあって、八戸学院大学も興味を持った学生とか八工大もいらっしゃ

ったんですが、どうしてもバイトが入っているとかいうこともありましたので、そこを踏ま

えて、もう今から来年度に向けてはスタートさせているというところもあります。 

○土屋委員（八戸工業高等専門学校 校長） 

そうですね。５～６月だと、ほとんど対象学年は夏の予定を大体決めているかと思うので、

３月からそわそわしだして４月には大体決まるような感じを私も持っていますので、早め早

めに。あと、もうちょっと受け入れ企業さんが増えるといいなという感じがしますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○事務局（見付 GL） 

わかりました。ありがとうございます。 

○熊谷会長（八戸市長） 

はい、金子委員。 

○金子委員（八戸工業大学 学長補佐） 

今の「長期実践型インターンシップ」ですけど、すごくいい取組でたくさん参加すればいい

なと思いますけど、やっぱり１か月間行くというのはハードルが高くて。どの１か月、どこに

設定すればというのもあって、なかなかスケジュール的には難しいなと思うのと、市外から

の人が多いですけど、どこから来ているのかなと。関東の人たちですか。 

○事務局（見付 GL） 

関東の学生多かったですね。京都からも１名ほどいらっしゃったんですが、ほか６名は関

東でした。 

○金子委員（八戸工業大学 学長補佐） 

逆に言うと、その人たちはどのように情報を収集して、どうやってスケジュール調整して

くるのか考えないといけない。最初からそういうのに興味があって、いろいろ調べている子

たちっていうことですかね。 

○事務局（見付 GL） 

一応、学生にいろいろと話を来た際に聞いたんですが、やはり夏休みは長期でインターン

シップに行きたいということで、常に情報を取っているような学生がやっぱり多いかなと思

いますね。 
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○金子委員（八戸工業大学 学長補佐） 

増やしていくには、うちの方でも学事歴の調整とかいろいろカリキュラムの中にどうやっ

て組み込むかとかいろいろ検討はしているので、少しずつは増やせるかなとは思いますけど、

このやり方だとバッと増やすには難しい。やっぱり 10人とかっていう感じになるのかなとい

うイメージですね。もうちょっとライトなやつがあると、もうちょっと数は増やせるのかな

と思います。 

あと、外国人の話ですけど、今紹介してもらいましたけど、特定技能エンジニアプログラム

をやって２年目ぐらいになりますけど、八戸で大きな一番の課題かなと思うのは、支援機関。

支援機関がやっぱり間に入らないと企業にこうやっていけないんですけど、その支援機関が

なかなか育っていないんじゃないかなという懸念があります、地元の支援機関ですね。なの

で、そういう支援機関を育てていくというようなことも、うまく外国人材を使うという話で

あれば大事なのかなというふうにこの頃感じております。以上です。 

○熊谷会長（八戸市長） 

ありがとうございます。ほかにございませんでしょうか。 

それでは、引き続きまして、「案件(２) 令和８年度産学官連携事業（案）」について、事務

局から説明をお願いいたします。 

○事務局（見付 GL） 

それでは、「令和８年度産学官連携事業（案）」について、御説明いたします。資料２を御覧

ください。本資料に記載しております事業は、令和８年度当初予算への計上を前提とした事

業案であり、現時点では事業実施を確約するものではなく、今後、関係者との協議等により

内容が変更となる可能性がある点について、あらかじめ御了承いただければと思います。 

２ページを御覧ください。令和８年度は、今年度に実施した事業に２事業を加えた８つの

事業に取り組んでまいりたいと考えております。先ほどもありましたインターンシップに関

しては、長期とライトにというんでしょうか、もうちょっとこう気軽に参加できるようなこ

ともイメージをして、８番目に記載をさせていただいているんですが、もうちょっと短い期

間で参加できるようなインターンシップも検討してまいりたいと思っております。 

「八戸地域学」 

それでは、３ページを御覧ください。「八戸地域学」でございます。令和８年度に３回実施

をしていきたいと考えております。時期につきましては、10 月から 12 月の間にということ

で、これまでと同様に考えております。会場につきましても今年度と同じ八戸学院大学、工

業大学、高専、それぞれの会場で１回ずつ実施をしていきたいと思います。講師につきまし

ては、今後事業検討部会の中で相談しながら決定をしてまいりたいなと思います。 

こちら「地域学」に関しては、令和４年度から３回ずつ実施をしておりまして、来年度で全

15コマまで完成をする予定となっております。当初からですね、地域学に関しては 15コマま

では実施をするということで進めてまいりましたので、令和９年度以降の地域学の実施方法

につきましては、また来年度の事業検討部会の中で協議をしていきたいなと思います。これ

までのように講義形式がいいのか、例えば高専からもいただいていますがフィールド型って

いうんでしょうか、まあそういうふうなものがいいのか。いろんな企業さんから講義してい
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ただいた方がいいのかとか。そういうのをまた来年度かけて検討して、令和９年度の実施に

つなげてまいりたいと思っております。 

本事業は、地域の歴史や文化、地域の産業等を学び、地域への理解や愛着の醸成を図るこ

とで、若者の地元定着につなげていくことを目的に、各高等教育機関共通の講義として、令

和４年度より実施しているものでございます。１コマ１講義、計 15コマ分の講義を一区切り

として、今年度も３コマ分の講義を実施いたします。 

令和８年度の実施時期は、10月～12月を予定しており、昨年度に引き続き、市内高等教育

機関を会場に実施したいと考えております。講師につきましては、今後事業検討部会におい

て議論してまいります。また、地域学の今後につきまして、令和８年度の３回をもって全 15

回の講義が完成する予定であり、令和９年度以降の継続や実施方法についても検討していく

考えでございます。 

「長期実践型インターンシップ」 

続きまして、４ページを御覧ください。「長期実践型インターンシップ」でございます。今

年度の実施を踏まえましてですね、少し見直しを図ってまいりたいと思っております。今年

度は、学生の地元定着ということと地元企業の採用力強化ということを目的に実施をしてお

りますが、どうしても学生が１年生、２年生が参加される学生が多いというところもありま

すので、時間軸の目標をある程度設定をしながら考えていきたいなと思っているものです。 

短期目標ということであれば、地元の企業を深く知る機会という事と、あとは学生にとっ

てのキャリア形成というところが短期の目標となるのかなと考えております。中期目標、こ

れは１年ぐらいのスパンという感じになりますが、実際に１か月八戸で暮らしていただくこ

とで、もし首都圏から来た学生さんということになれば関係人口の創出というところと、今

年度もそうだったんですが、インターンしてこの企業に入りたいと思っているっていう学生

もおりましたので、そういうところにつなげていくような取組にもなっていくかなと思いま

す。長期的な視点で考えると企業の採用の活動強化、インターンシップを今度は自分たちで

受け入れていくことで採用に向けて強化をしていくということと、就職の促進、地元定着の

促進というところにつなげてまいりたいなと考えております。 

実施内容につきましては、また夏休みの期間で実施をしていきたいと思いますが、こちら

今受け負っているバリューシフトさんとも調整中で、概ね１か月間ということは想定してい

るんですが、場合によっては３週間とか、その辺も柔軟に検討していきながらやっていきた

いと思います。 

あとはですね、市内出身者の学生を増やしていくということを目標としておりますので、

すでにバリューシフトさんには工大とか学院大の方に出向いて学生にアプローチをしていた

だいているということと、首都圏に関しては、首都圏にいる八戸出身の学生のグループみた

いなのもありますので、そういうところにこうアプローチをしながらですね、市内の出身者

の学生を増やしていくということをやっていきたいなと思っております。 

「若手社員基礎力向上・職場定着セミナー」 

続きまして、５ページになります。「若手社員基礎力向上・職場定着セミナー」でございま

す。こちらも今年度に引き続き実施をして、若手社員のビジネススキル向上と職場定着を目

的として実施をしていきたいと思います。令和８年度は前期２回、後期２回の計４回の開催
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を想定しておりまして、主要なテーマについては今後調整してまいりますが、概ね社会人経

験３年未満の社員を対象に、参加者主体のワークショップ形式を基本として、実践的な内容

とすることで仕事への意識を高め、離職の防止と定着につなげてまいりたいと考えておりま

す。 

「高等教育機関・市内企業ＰＲ事業」 

６ページを御覧ください。「高等教育機関・市内企業ＰＲ事業」でございます。こちらにつ

きましては、今年度イオンモール下田の 30周年とタイアップしたということで実施をしてま

いりましたが、来年度はそのイベントがないので既存のＰＲイベント等活用していきたいな

と思っておりますが、今想定しているのは、今年度実施した「はちのへ企業魅力発信・発見フ

ェア」。こちらに市内高等教育機関のブースを出展していただくことでＰＲが図れないかと考

えているものでございます。出展にあたりましては今年度と同様に、出展費用の一部を推進

会議の方から支援をしていきたいなと考えております。 

「外国人材受入セミナー」 

続きまして、７ページを御覧ください。「外国人材受入セミナー」でございます。本事業に

つきましては、セミナーの内容は未定としておりますが、今年度の参加者アンケートの結果

を踏まえて、市内企業のニーズに即した内容となるように講演内容や構成を検討して実施を

していきたいなと思っております。今年度は 12月と開催ということだったんですが、企業の

皆様も比較的忙しい時期ということもあったので、その時期も含めて検討していきたいなと

思っております。 

「はちのへ企業魅力発信×発見フェア」 

８ページを御覧いただきたいと思います。「はちのへ企業魅力発信×発見フェア」でござい

ます。高校生や大学生等を対象に、市内企業の製品や技術、仕事体験の機会を提供すること

で、将来的な人材確保につなげることを目的として実施していきたいなと思います。 

令和８年度の日時や会場は現在調整中ではありますが、例えば高校生などの授業の一環と

しての来場していただくなど、参加者数の増加に向けて、例えば今年度は１日の開催だった

ものを複数日にするとか、そのあたり参加者のニーズに即して検討してまいりたいなと思っ

ております。会場とかもですね、候補としてはプラザホテルとか YSアリーナ八戸が候補に挙

がっていますが、そこも含めて検討していきたいなと思っております。 

「（仮称）産学官連携Ｕターン事業」 

９ページを御覧ください。「（仮称）産学官連携Ｕターン事業」ということで、こちら新規の

事業を検討しているものでございます。こちらの本事業は、UIJターンの促進や地元へのＵタ

ーンを検討している市内高等教育機関出身の首都圏在住者に対して、首都圏で企業の紹介や

移住相談を実施するというものでございます。こちらですね、首都圏の各大学の同窓会機能

を活用して実施をしていきたいなと思っております。実施の時期につきましては、10月から

11月ぐらいを今想定しておりますが、ターゲットとしては 20代後半から 40代で、初年度の

来年度は、八戸学院大学と八戸学院短期大学部を対象に実施をしていきたいなと思っており

ます。それも踏まえて、次年度以降は八戸工業大学とか八戸高専の方にもですね、実施でき

るように検討していきたいなと思っております。 
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「(仮称)インターンシップ受入企業支援」 

最後に 10ページを御覧ください。こちら「(仮称)インターンシップ受入企業支援」でござ

います。こちらの事業は、市内企業の採用力強化を目的に、インターンシップを実施してい

ない企業へのプログラム作成の支援とすでに実施している企業へのプログラム強化にかかる

支援を実施して、市内企業への就職機会の創出と就職後のミスマッチによる早期離職の防止

を図っていきたいと思っております。令和８年度につきましては、市内企業対象にインター

ンシップに関するセミナーの開催と伴走支援を実施して、実際に令和９年度からの受け入れ

に向けて準備を進めてまいりたいと考えております。 

説明に関しては以上となります。 

○熊谷会長（八戸市長） 

ただいまの説明に対しまして、御質問や御意見等ございますでしょうか。 

○土屋委員（八戸工業高等専門学校 校長） 

今年、下田でやったイベントはやっぱり圧倒的な集客力があって、すごく盛況だったなと

いうふうに私自身思っているんですけど、これは 30周年というのは聞いていたんですが、あ

のイベント会場とかあの周辺の感じだとなんか毎年できそうな感じを受けたんですけど、や

っぱり１年限りですかね。 

○事務局（見付 GL） 

30 周年というのがあって、西コートのイベントの貸出料が無料っていうことでやれたって

いうのもあるので、西コートの貸出料がいくらぐらいになるか。 

○土屋委員（八戸工業高等専門学校 校長） 

あれが無料だったというのが大きな魅力だったわけですか。それは交渉するとまた無料に

なるというわけにはいかないのかな。 

○事務局（見付 GL） 

交渉の余地はあるかもしれませんが、ちょっとそこは一旦イオンさんの方にも確認はして

みたいなと思います。 

○土屋委員（八戸工業高等専門学校 校長） 

やっぱり人は大勢来ますよね、集まりますよね。いろんな広告もずっとあるから、すごく広

告効果は高かったなというふうに思いましたけど。 

○熊谷会長（八戸市長） 

はい、どうぞ。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

予算はどれぐらいかかっていますか、全部で。 

○事務局（見付 GL） 
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全部で 2000万円。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

2000万、全部国費だけで。 

○事務局（見付 GL） 

半分が国費で 1000万円。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

残りの地方創生交付金は国の当初予算の分だっけ。補正はなかったの。 

○事務局（見付 GL） 

補正もあるんですが、そこの財源をどう振り分けるかは、もう内閣の方で決めてしまう感

じです。トータルで補正と当初で大体 3000億円の中で事業採択するみたいな。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

一番金がかかったのがインターンシップでしたっけ。 

○事務局（見付 GL） 

長期のインターンシップですね。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

いずれにしても国のお金も当てにしなきゃないわけですよね。 

○事務局（見付 GL） 

そうです。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

国の来年度予算がどうなるかがわからない状況で、今総選挙やってるけど、まあどういう

ふうな体制になるかは別として、仮に高市政権が勝つとすると、予算の編成の仕方を変える

って言っているじゃないですか。いわゆる補正に頼らずに、年度跨ったような形でやってい

くっていう基本方針があるのと、それから、何にこれから予算を配っていくのかがはっきり

しないところありますよね。地方創生交付金っていうのは、まあ何でもあり的なところがあ

るから何でもやれるところあるんだけど、そういう部分がこれからよりどっちに傾くかによ

って、まさに当初予算ですから、この８年度の事業を一体できるのかどうかってのはそっち

を見てみないとわからない部分はどうしても出てきますよね。 

○事務局（見付 GL） 

そうですね。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

これから長期になっていくっていうことになると、より実際は本当はやりやすくなる可能

性はあります、そこの中でこうに使えるなっていうのが出てくると。今はそれを見ながら、ど
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うしても年度半ばを過ぎたぐらいに実際に事業にかからなきゃいけないっていうのが、もう

当初から、それこそ４月から仕事が出てくるような感じに変わってくると思うので、そこは

こう少しこう見ておいたほうがいいというか、長期的に事業計画立てるといいんだけど。今

年はちょっとそこのわからない部分がどうしてもあるから、引き続き去年の時間的なタイミ

ングっていうのはどうしてもしょうがない。これは別に八戸市に限ったことではないけれど

も、という部分があるのではないかと思うんですね。 

Ｕターンの関係で、東京行って同窓会情報でターゲット絞って引っ張ってこいっていうの

は、これはなかなか面白いかもしれないですね。どっかでやっているんだっけ。 

○事務局（見付 GL） 

これは全くの新規のものになります。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

どこかを真似たわけではない。 

○事務局（見付 GL） 

どこかを真似たわけじゃないです。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

早期退職がすごく多いじゃないですか。だからそういう今の状況を考えるとすごくいいん

じゃないかと思うんですよね。東京いいと思って、給料高いと思って行ったけど、全然楽しく

ないでしょうっていう。八戸楽しいよっていうのは今まであまりなかった取組なので、うま

くいけばいいのかなという感じはします。 

ちょっとまたしゃべりすぎみたいになっちゃうけど、八戸で UIJ ターンしている若い人っ

て結構実際いますよね。いろんなことやっている人たちいるんだけども、そういう人たちか

らこう声集めてみるっていうのもちょっとあってもいいような感じが。なんで八戸来たのと

かね。まあ親戚がいるからだったりなんだりがあるかもしれないけど。それを元にこういう

こともあるかなっていうことを調べてみるのも、今回の事業計画の中には入ってないですけ

ど。結構いるんですよ、実際。飲み屋でしか会わないけど。話を聞いてみると、ほかから来た

人が若い人でいたりするんで。そういう人をどういうふうに探しあてるかはわからないです

けれども、来るに至ったきっかけだったり、現状だったりを聞いたり。あるいは行政に対する

要望とかあるかもしれないんで、その辺を聞いてみるっていうのも参考になるんじゃないか

なっていう感じがします。とりあえず、以上です。 

○熊谷会長（八戸市長） 

ありがとうございます。ほかにございませんでしょうか。はい、お願いします。 

○土屋委員（八戸工業高等専門学校 校長） 

私も、同窓会組織をつかって UIJ ターンを促進してみるというのは非常に良いアイデアか

なと思います。うちの高専では財団をつくってそういう事業を今までやってきて、そのとき

の目論見は、シニア世代が親の介護などいろいろなことがあって八戸に戻ってきたい。その
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窓口があればいいなというのが、我々としての最初の問題意識とニーズだったんですが、実

際蓋を開けてみると、かなり若年層、20～30 代前半の転職希望の人がその制度を使っていろ

いろ情報を取りたいと問い合わせが来ているんですよね。先ほど小林先生言ったように、や

っぱり東京に行ってみたいなと思ったんだけど、なんとなく具合悪いな、戻りたいなと思う

若年層が結構いるんじゃないかと私は思っている。我々と思いとは違う、シニアじゃなかっ

たので。それはそれでいいんですけど、かなり若いところに焦点を絞るというのも１つの作

戦なんじゃないかなと。なんとなくイメージはシニア層が戻りたいと思うかなと思うんです

けど、我々のところのデータは若い世代が手を挙げてきているので。若い世代も途中の仙台

とかで止まっちゃったりするんですけど、それを引っ張ってくる仕組み。それで若い人で活

躍されている方がいらっしゃるじゃないですか。そういう人たち、同世代の話を聞かせると

いうのはすごい効果的じゃないかなというふうに思います。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

ついでに余計な話をすると、ラウンドワンを誘致すると効果があるという。エネオスの八

戸の初代社長の松田さんがずっと喋っていたんですよ。この前突然訪ねてきて。若い人を呼

び込むにあたって一回確かやっているんだよな、来ませんかと。それであっさりと断られて

それで諦めて。結構効果があるみたいです。この前も来て、ラウンドワン効果あるよって話を

していたんで、つい思い出したんで。 

○事務局（見付 GL） 

若者にアンケートをとっても絶対出てきます、ラウンドワンやコストコが欲しいというの

は。 

○熊谷会長（八戸市長） 

市長への手紙でも出てきます。同窓会組織というのは、若い人も多いんですよね。積極的に

出てくる人は若い人が多くないですか。私も何回か自分のところの組織に入っているんだけ

れども、そこで入って話していると、やっぱり帰りたいなという声が出てくるんですよね。帰

りたいし帰らなきゃいけないんだけども、だけどもやっぱり働く場所がないというのが全国

共通の問題。これは非常に、我々が提案して言うのもなんだけれども、真似したわけじゃない

けども、どこかでやっていたような気も。参考になる事例もあるかもしれません。 

ほかにございませんでしょうか。よろしいですか。それでは、令和８年度産学官連携事業に

ついては、案のとおり進めてまいりたいと思います。以上でこの案件を終わります。 

次に、「その他」となりますが、ここでは意見交換に入ってまいりたいと思います。当会議

の今年度の取組実績及び、来年度の連携事業（案）は先ほど事務局から説明のあったとおりで

すが、来年度に向けて、取組内容や今後産学官で取り組んだ方が良い事業について、また、そ

の他の内容も含めて忌憚のない御意見をいただければと思います。 

始めに、土屋校長より事前に申し出がありましたので、土屋校長よろしくお願いいたしま

す。 

○土屋委員（八戸工業高等専門学校 校長） 
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この会議、いろんな自由な討論ができるようになってきましたし、それからこういういろ

んな計画が実際出てきて進んでいるということで、ものすごくアクティブになってきたなと

いうふうに実感をしております。それを踏まえて、新たに御検討いただきたいなと思ってい

ることがございます。 

１つは、ふるさと納税の件でございます。先週、全国の高専の校長会議が東京でございまし

て、そこでふるさと納税のことがすごく話題になりました。である高専はですね、昨年度、ふ

るさと納税で 7000万円を集めたということを言っていました。それからもう１つは、企業版

ふるさと納税は９割控除されるという制度になっているということで、それで研究費を高専

で集めて、企業側としてはそれで税控除もできているということで。八戸の企業が八戸の学

校に納税しても控除されないんですけど、外の企業が持ってくると控除されるという制度ら

しいんですが、いずれにしろ個人からのふるさと納税、企業版ふるさと納税、これの受け皿で

高等教育機関に対する支援。それこそ同窓生の人がですね、うちの学校、出た学校支援したい

とかっていう思いがあるかもしれないので、その受け皿をですね作っていただくことを御検

討いただければなというふうに思っています。全国ではそれなりにお金を集めている高専も

あるという実態を聞いてきましたので、御検討いただければなと思います。それが１点です。 

もう１点はですね、外国人の留学生に対する奨学金制度を作りたいということで、我々の

方も企業回りをしていろいろ、そのニーズであるとか問題点だとかっていうのは洗い出しを

してきました。手を挙げたいという企業さんもございます。いわゆる紐付き奨学金で、一定期

間勤めてもらったら返済を免除するという制度なんですけれども、やってみようかなという

企業さんも、関心を持つ企業さんもいくつかあるというのは、我々企業回りをしていただく

コーディネーターの方から聞いてはおります。このあたりの外国人の受け入れ、関心もある

っていうデータも出てきていますので、具体的にどうやってその外国人をよりよく受け入れ

ていくのか、いろんな策を検討する場を考えていただいてもいいかなと思います。 

１つは奨学金制度、１つは外国人のインターンシップの受け入れ制度。それからもう１つ、

直接的な外国人ではないですけれども、八戸にちょっと欠けているなと思うのは留学生。多

分、各校留学生いると思うんですけど、そういう人たちが例えば市民のご家庭にホームステ

イをして、実際に日本の文化とか日本の生活を知ることによって親近感を持って、八戸でこ

の先生活していきたいっていう思うことも出てくると思うんですけど、今ホームステイ先が

なかなか八戸で見つけるのは大変なんですよね。学校と市民がちょっと離れているので、そ

こを行政が橋渡しをしてホームステイ先を見つけたりアレンジもしていただけるような仕組

みができると、留学生がもっと八戸に親近感を持つのかなというふうに思います。私からは

２点です。１つはふるさと納税、１つは外国人留学生。最終的には彼らを八戸に定着してい

く、そういう施策をお金の面、それからホームステイのような文化的な面、そういうところで

何か制度的なものを考えていただけるとありがたいなというふうに思っています。私から以

上です。 

○熊谷会長（八戸市長） 

ありがとうございます。何かありますか。 

○事務局（見付 GL） 
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ふるさと納税に関しては、これまでも土屋校長先生からいろいろとお話を伺ってましたの

で、実際、仕組み自体は作ることが多分できると思うのでそこは検討していって、企業版と個

人版と合わせて高等教育機関の支援というのでやれればいいなと考えています。あとは、奨

学金に関してもいろいろと課題はあるかもしれませんが、そこは１つずつクリアして、外国

人の方にも八戸いいなと思ってもらえるような。そこは多文化共生との兼ね合いはあるかも

しれませんが、そこも検討していきたいなと思っています。ありがとうございます。 

○熊谷会長（八戸市長） 

ありがとうございます。次に、金子学長補佐、よろしくお願いいたします。 

○金子委員（八戸工業大学 学長補佐） 

八戸工業大学ですけど、来年度、令和９年度から学部再編を計画していまして、３学部体制

になるということで、これに対して行政やら企業から少し意見いただいたりする場があると

嬉しいなというのが１点。あとですね、12 月の地震のときに、土木の専門なので個人的に感

じたことですけど、市長の方も苦労されているところもあると思うんですが、いろいろと地

震みたいな危機管理のときに、この産学官でもう少し協力して意思決定の支援ができるとい

いのかなとちょっとその時感じてまして、高専にも土木の先生、建築の先生もおりまして、素

早く調査に行って、学会の方では調査結果出したりしてる先生もいて活躍されているんです

けど、なかなか市の方というか地元の方にあまり伝わってないかなというのもありまして。

もう少し危機管理のときにバッと集まれるような体制みたいなものを作っておくと、この会

議も役に立つこともあるかなと地震のときちょっと思いましたので、その辺の検討をお願い

します。 

○熊谷会長（八戸市長） 

危機管理に対して大変ありがたい御発言でございます。参考にさせていただきます。ちな

みに、高専はどこを調査されたんですか。 

○金子委員（八戸工業大学 学長補佐） 

液状化の調査とかをして学会に出していました。 

○熊谷会長（八戸市長） 

港湾の方。 

○金子委員（八戸工業大学 学長補佐） 

いろんなところですね。学会の方ではそれが最初の第一歩みたいになっていて。清原先生

ですけど。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

全市的にやっているんですよね。いろんな建物が建つときにボーリングやる、民間で。 

○金子委員（八戸工業大学 学長補佐） 

それは僕の方でやっていますけど、地震の直後は清原先生が回って歩いて。 



15 

 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

地下構造というか、状況を誰か先生調べていたんですよね。 

○金子委員（八戸工業大学 学長補佐） 

それ私です。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

要するに、実際に民間でやる建設のときのデータを集めて、八戸市内全部ですよね。 

○金子委員（八戸工業大学 学長補佐） 

僕のアピールをしていいのであれば、今も下水道からデータをもらいまして、下水管の危

なそうなところの調査も少し全体としてバッとやって、卒業研究とかで今やっていました。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

防災関係に共有したほうがいいですよね、そういう情報はね。 

○熊谷会長（八戸市長） 

そうですね。 

○金子委員（八戸工業大学 学長補佐） 

そういう防災士の育成講座もやって。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

そうですね、防災士やっていますよね。すごく受講者増えて。 

○金子委員（八戸工業大学 学長補佐） 

そういうのを活かして有事のときに対応できる体制っていうのは必要なのかなと。 

○熊谷会長（八戸市長） 

ありがとうございます。危機管理部がありますので、そこと情報共有させていただきます。

ありがとうございます。続きまして、杉山学長よろしくお願いします。 

○杉山委員（八戸学院大学短期大学部 学長） 

短大ですけれども、令和７年度の実績を見ていて、八戸地域学に本学が全く参加してない

のが申し訳ないなと思っておりました。なかなか短大、授業が高校みたいにみっちり詰まっ

ているので。これとは別に地域文化論の授業がありまして、本学は本学で短大生にちょっと

こう合わせた内容って言ったらなんですけども、食であったり、文化であったりとかいろん

なことで、客員教授を含めて講師を呼んで、そういう八戸の魅力を伝えるっていうことはし

ております。そういうのをやっているっていうこともあるから、逆にこちらに参加してない

っていうのが申し訳ないなと思ったんですが、ただ参加してないのに言うのもなんですけど

も、例えば高専も工大も学生がほとんど多分男子学生が圧倒的に多いっていうこともあると

思うんですが、内容に男女向きがあるかどうかっていうのは別としてですね、例えば女性の
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講師であったりとか、そういうのがあってもいいのかなと。短大でやって学生の評判が良か

ったのは、やはりあの女性で地域で働きながら活躍して、こういうふうに生き生きと楽しく

ライフワークバランスと言いますか、そういうふうに実現しているという講師の方に、１つ

のモデルですよね。そういう生き方を伝えるというのも大変評判が良かったので、そういう

ところもあればいいかなっていうところはちょっと思いました。 

それから、令和８年度にこれから初めてやるという UIJ ターンの促進のための同窓会的な

ところで、ちょっと内容聞いたんですが、本学の場合は保育士とか介護福祉士の養成で、関東

圏に行っているのはほぼ 100％保育士で、この参加企業の中に保育関係はないみたいだった

ので、そっちに行っている保育士をやっている学生が、こっちの保育士に移るっていうとこ

ろには直接関係ないとは思うんですが。ただ、もちろん転職を考えている女性も卒業生もい

ますし、あとちょっと聞くのは、向こうでご結婚したり彼氏がいたりして、こっちに戻ってき

たい気持ちはある。ただ旦那様になる人の仕事がこっちで見つからないっていうのもあるっ

ていうことでしたので、夫婦で保育士している場合だと今度小学校教諭の免許が弘大とかで

取りやすくなったので、じゃあ小学校の免許取って、夫の方はこっちで小学校の先生になる

かみたいな話もあったりするんですが。こういう形で卒業生そのものではないですが、配偶

者と一緒に戻ってくるためにこういう場が使えるととってもいいかなというところはありま

した。ですので、まあ参加者を集めるときに、まあそういうところもちょっと視点に入れてい

ただけたらなというふうに思います。 

あとは、インターンシップ受け入れ企業の支援ですね。やっぱりこれはすごく重要だと思

っています。短大生はどちらの学科でも長期の実習に行くわけですが、やっぱりその実習先

でどういう指導を受けたかというか、どういう受け入れをされたかっていうことが、卒業後

の意識付けにも大きく影響していて。行った先がとってもいいと、そのままそこでうまくい

けば就職するっていうのはすごく多いです。逆に、そこであまりいい思いをしないと、保育士

そのものを諦めてしまうという場合もありますし、もう地元は嫌だから東京に行くというふ

うなこともあったりします。ですので、どういうふうな受け入れ態勢で、どういう指導をする

かというところは、すごく重要なところだと思っていますので、こういうのが始まるという

のは大変いいなというふうに思いました。以上です。 

○熊谷会長（八戸市長） 

ありがとうございます。次に、小林学長よろしくお願いします。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

今ちょっとお話し出たんですけども、実は４月からですね、今の健康医療学部で保健体育

とか養護教諭の資格が取れる学科がそもそもあるんですけども。それに加えて、一定の教育

関係の教科を履修して単位を取れれば小学校の二種免許が取れる。これはそもそも市の教育

委員会の方からの要請というか、それを受けてずっと検討してて、去年の 10月ですけど文科

省から認められるということになりました。 

実際は、中学校・高校の保健だったり養護教諭とかはですね、なかなか実際採用されるのに

はちょっとハードルが高いところがあったんですけども、実際は小学校の先生も人材不足と

いうことがあって、それを市あるいは県の方からの要望・要請もあって、ようやく今それが４
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月からの実現することになったということです。県南で小学校の先生の課程をやるのは初め

てのことになるので、ぜひいろんな形でＰＲしてもらえればありがたいなというふうに思っ

ています。今回の件とは関係ないかもしれないですけど、ちょっとそのことだけ申し上げて

おきます。 

土屋先生の方からお話あったふるさと納税についてはですね、なかなか競争が厳しくて、

私はそもそもこの制度については反対していました、基本的に。今の交付税制度を乱すとい

うか、本来必要な財源がどれだけ必要かっていうのを客観的に推し量りながら交付税制度っ

てあるのを乱すっていうのもそうですし、それから、納税額が高いほど恩恵が大きいわけで

すよね。実質、高額納税者に対する減税措置みたいな、そんなことはいいのかっていうことも

あってですね、制度自体はとにかく違う形の方がいいんじゃないかっていう考えを持ってい

るんですけども、悪法も法なので。もう１つ問題だと思うのは、ネットでこう簡単にこう見

て、「これがいいな」っていう。そのときの手数料を業者がかなり持っていくというのも非常

におかしいというふうには思ってますけども、悪法も法なのでやっぱり増やしたほうがいい

と。そうすると、魅力的な返礼品をどれだけ集めるかっていうのは一生懸命やっておられる

ので何も言わないですけど、今の土屋先生の方のお話あった企業版のやつは、これ詳しくわ

かんないんだけど、例えば大きい会社の工場とか支店とかがあるじゃないですか。それくら

いの規模の大きい会社になると、関連会社っていっぱいありますよね。その関連会社のここ

にはない、ここには住所がない関連会社に手伝ってもらうことはできないんだっけ。 

○事務局（見付 GL） 

できます。本社が八戸になければ大丈夫なので。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

だから、グループ企業があって、その関連会社に手伝ってよっていうのはやれるんじゃな

いかと思って。これは、こっそりやってうまくいけば結構。今、お話聞いて思ったっていうだ

けです。 

それからホームステイの関係だと、ヒッポファミリークラブの皆さんが相当ホームステイ

を受け入れているんで、もし実際にそういう受け入れる必要があるときには相談してもいい

んじゃないかって感じがちょっとありました。 

あとはですね、地域おこし協力隊というのはまだ制度あるんだっけ。 

○事務局（見付 GL） 

あります。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

自治体によってすごい協力隊の受け入れの数に差があって。全くほとんど無視していると

ころもあれば、小さい町だけど何十人も入れているようなところもあって。その実態を見る

とそういう面での規制というか制限はなくて、協力隊で来ますよっていう人がいればいくら

でもやれるのではないかと、詳しくはわからないですけど。そうすると、ああいう人たちの何

割かは地元と馴染んで残っていく。若い人だったりすると相手を見つけて結婚しちゃうとい
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うようなこともあるみたいなので、そういうのもちょっと探ってみてはいかがでしょうかと

いうか。以上です。 

○熊谷会長（八戸市長） 

ありがとうございます。 

○事務局（小笠原課長） 

地域おこし協力隊に関しましては、青森県全体がちょっと少ないということでお話しがあ

ります。八戸もちょっと少ないんじゃないかというお話も県の方からありまして、活用して

ほしいというのは県からもお話を伺っています。で、今いらっしゃる方でも実際、地域おこし

協力隊終わってからもそのまま八戸に残って活動してる方もいらっしゃいますので、そうい

った方々をどんどん増やせるようにしていければいいんじゃないかなということでは考えて

はおります。 

○事務局（谷神部長） 

補足すると、この前、地域おこし協力隊３年任期迎えた方が、今年の３月に店を中心街で開

店しまして、ワインとかパンとかそういったお店を開店するというところで、定着していた

だいているという実績が今回できましたので。今後もどんどん地域おこし協力隊については

積極的に見ていきたいなと。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

小さい町でも本当にすごい人数やっているところがあるんで。八戸だと、協力隊として何

をやるかについては様々考えられるような気がするんで、ぜひ誰か担当決めてやればおもし

ろいなと思います。 

○事務局（谷神部長） 

あと補足で、ヒッポファミリークラブの件なんですけれど、今、我々の方もまた繋がってお

りまして、実は昨日、一昨日かな。ヒッポファミリーが韓国から５人ぐらいホームステイ受け

入れていただいております。青森から韓国便がある関係上、ヒッポファミリーさんは毎年受

け入れているみたいで。ヒッポさん、韓国に限らずいろんな国の交流もございますので、韓国

に限らずどんどんやっていきたいという意向はありましたので、ヒッポさんが青森にいる限

りはそういった関係性はできているかなというふうに思っております。 

○土屋委員（八戸工業高等専門学校 校長） 

これは NPOなんですか。任意団体か何か。 

○武輪副会長（八戸商工会議所 会頭） 

多言語を勉強するサークルみたいなもので、全国組織あるんです。 

○事務局（谷神部長） 

その青森支部がございまして、その青森支部が今回韓国の留学生とかをホームステイ受け

入れているっていう形でしたね。 
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○小林委員（八戸学院大学 学長） 

そもそも何語でも喋るということですよね。 

○武輪副会長（八戸商工会議所 会頭） 

７か国語って聞いてたんですけど、それ以外にももっと取り入れています。 

○土屋委員（八戸工業高等専門学校 校長） 

そうですか。この窓口はお聞きすれば教えていただけるのですか。 

○事務局（谷神部長） 

そうですね。総合政策部の中の市民連携推進課が、ファミリークラブの窓口を持っており

ますので、そこでいろいろと調整はできるかなと思っております。 

○熊谷会長（八戸市長） 

八戸にもいるけど、あれは青森の支部なの。 

○事務局（谷神部長） 

はい。 

○熊谷会長（八戸市長） 

わかりました。それでは、最後に武輪会頭よろしくお願いします。 

○武輪副会長（八戸商工会議所 会頭） 

この会議に来る直前の情報だったのでよく見てなかったんですが。私ども八戸商工会議所

は弘前大学とも協定を締結しておりまして、昨年ですね。具体的にどういうことをという話

があったという情報を、今、会議の直前に聞かされまして。まだ会議の内部でも情報共有でき

ていないというふうに思うんですが、ちょっとその目的の本文のところだけちょっと読んで

みます。「新しい技術を取り入れたいがノウハウがない、若者の発想を製品開発に活かしたい、

専門的な調査が必要だが自社だけでは限界があるなどの課題に対し、大学の知見やリソース

を活用することでスムーズに解決できるかもしれません。大学は単なる教育機関ではなく、

ビジネスの強力なパートナーになり得ます」ということなんですけど。この話をどうやって

進めるか。今日この会議があるから、そこでちょっと発言をさせていただいてから考えまし

ょうということになったんですけれども、そういうお話があります。それぞれ高専でもです

ね、昨年、発表会にお邪魔させていただきましたし、そういう高等教育機関のシーズを皆さん

にお知らせするということは今でもやっていらっしゃると思います。また、八戸地域高度技

術センターで研究室巡りということで、八工大、高専にお邪魔しているわけですけど。こうい

う取組でやっても面白いのかなというふうに今率直に感じましたけども、実際にやるにあた

ってはいろんな課題があるかもしれませんが、ちょっとその辺の情報交換ここで出させてい

ただいて、あとは弘前大学ともやり取りをしたいなというふうに思っています。 

それで、高等教育機関の皆さんにも、この地域に就職を促進するためにいろいろ御協力を

いただいておりますけども、それをＰＲする形の１つに、これも現実的じゃないのかもしれ
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ないですけど、学園祭の活用なんかどうかなと思ってですね。学園祭で学園の紹介だけでは

なくて、その卒業生が行く企業のブースなんかも作ってですね、「ここの大学に行けばこうい

う企業と繋がっているんだな、この企業がどういうことやっているんだ」というようなこと

を情報発信できればどうかなと。ただ、そういうスペースがあるかどうかも分かりませんけ

ども。八戸の高等教育機関、それぞれ中心街から離れたところに位置しているので、なかなか

簡単に行きやすい場所ではないんですけど、そういうふうなことも行って活気を作ったほう

がいいんじゃないかなという気がして提案をさせていただきました。以上です。 

○熊谷会長（八戸市長） 

今の弘大と学園祭の活用の件で、もし皆様から御意見あれば頂戴したいと思いますが。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

先ほど話の最初に話した小学校の教職課程では、実は弘大の先生にお世話になるんですよ。

最終的には５人も来てもらって講義してもらうことになっていて。そういう意味で、そうい

う連携していただくというあれがなければとてもできない話だったので、今、弘大とそうい

う形でまた連携が進んでいくっていうのは非常にいいことだというふうに思います。 

学園祭に地元企業のブースがあるっていうのは、なんぼでもありますから。 

○武輪副会長（八戸商工会議所 会頭） 

そんなことありえないって言われるかもしれないけど。 

○金子委員（八戸工業大学 学長補佐） 

全然できると思います。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

もしかしたら、学園祭っぽくこの事業をやるっていうのもあるかもしれないですね、イオ

ンでやっていた高等教育機関のＰＲというのを。ただ卒業生が行ってないところには難しい

かな。 

○熊谷会長（八戸市長） 

学園祭は人集まりますもんね。なかなか普段ちょっと離れてるから行きづらいと思います

けど。 

○武輪副会長（八戸商工会議所 会頭） 

どれ程度が基準で賑わっているか、寂しいのか分からないですけど。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

工大は、中心街で学園祭やっていませんでしたっけ。 

○金子委員（八戸工業大学 学長補佐） 

今までで１回だけです。 
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○熊谷会長（八戸市長） 

どこでやったんですか。 

○金子委員（八戸工業大学 学長補佐） 

市庁前、美術館前、その辺を使って街中学園祭。50 周年を記念して。来る客層が全然違い

ます。あっちでやるときに来る人と全く違う人が街中でやると来場者になると。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

合同学園祭的なのを街中でやるというのは面白いかもしれない。 

○金子委員（八戸工業大学 学長補佐） 

それ、僕のアイデアですから。大変過ぎて１回でもうやらないと。やっている担当部局が多

分大変みたいですけど、僕は１年おきにぐらいにやった方がいいんじゃないかなと思ってい

るんですけど、ＰＲのために。ちょっとしんどいという意見が多くて、１回きりになってしま

ったんですけど。 

○熊谷会長（八戸市長） 

主体は学生になるんですか。 

○金子委員（八戸工業大学 学長補佐） 

そうですね。学生が主体なので、なんていうか「やれ」という言い方もしにくいので、ちょ

っと上手に誘導してっていう感じにしないといけないところもあるので。それもあって難し

いところですね。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

今までどおりのやつと別枠。みんな出す、合同学園祭。 

○金子委員（八戸工業大学 学長補佐） 

そうなんですね。真面目な大学紹介みたいなものよりは学園祭っぽい、お祭りっぽい方が

多分人はたくさん集まるのかなと思うんで、その中に紹介も混ぜるみたいなイメージが必要

かなと。 

○熊谷会長（八戸市長） 

どうですか、土屋校長。 

○土屋委員（八戸工業高等専門学校 校長） 

学園祭、我 「々高専祭」と言っていますけど、我々の高専祭のターゲットは実は受験生なん

ですよ。そこに地元会社が来ても違和感はないかなと思います。ただ、もう１個我々今、田面

木でやっているときのもう１つの方向性としては、地域に開かれた学校っていうのがあって、

やっぱり田面木や白山台のところの人のブースがあるとやっぱりやりやすいかな、活気が出

るかなという意味で。私はオープンにしていくのも大賛成です。それで集客を望めるのであ

れば、ありがたいなとは思います。 



22 

 

産学連携の話ですけど、うちでもそういう部署もありますし、以前よりやってきています

けど、なかなか教員の数も少ないので、全ての御要望にお答えするのはなかなかうちだけで

は厳しいというのがありまして。意識してやっているのは、うちで対応できないものを周り

の大学の先生を紹介したりして。本当はうちでやれるのが一番いいんですけど、相談役みた

いな感じを意識してやっていて、東北大学にそれの専門の先生がいればそっちを紹介するみ

たいな。岩手大学にいればという感じで、大学の人と地元の企業の人を結びつけるような役

割みたいなことを意識して取り組んできている感じなんですね。あまり地味なんで、そこが

表に出てくることはあまりないですけど、そういうことはある程度やっています。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

学生が中心ですからね。 

○土屋委員（八戸工業高等専門学校 校長） 

教育が中心なので、やっぱり研究のところであまり時間も割けないですし、人数も少なく

専門分野限られてくるので。なかなかマッチング、うちとしての完全なマッチングを図るの

はなかなか難しいところもありますけど、そういうような位置付けを意識して、前は僕がそ

この責任者で、今ちょっと代わっていますけどやってきました。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

学友会にちょっとだけ尋ねてみますかね。 

○熊谷会長（八戸市長） 

学園祭、短期大学と一緒にやられているんですか。 

○杉山委員（八戸学院大学短期大学部 学長） 

それは一緒です。元々は日が同じというだけで、別の名前で分かれてやっていたんですが、

周年事業のあとは一緒にやっています。 

○熊谷会長（八戸市長） 

１回ぐらいやってみてもいいのかなと。 

○杉山委員（八戸学院大学短期大学部 学長） 

段取りとかまで全部大学がやるのはちょっと厳しいかな。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

何周年だっけ、市制施行。 

○熊谷会長（八戸市長） 

100周年が 2029年。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

じゃあ、そのときに予算取ってもらって合同学園祭を。 
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○熊谷会長（八戸市長） 

新年度以降ということをやるかっていうのはそろそろ検討しようかなって話になっている

ので、今のは議事録に残します。 

あとどうでしょうか。どうぞ。 

○土屋委員（八戸工業高等専門学校 校長） 

先ほど武輪会頭の方から弘前大学との連携というお話が出ました。我々も以前から弘前大

学との連携協定を結んでいまして、我々としては学生を弘前大学に編入学させるようなこと

を、入りやすい試験制度の構築とかそういうようなことやってるんですけども。私、弘前大学

を外から見ると、国立大学になれば非常に珍しいことに、理学部の方が工学系よりも大きい

大学で珍しいんですけど、弘前大学はそういう大学で、あと工学部が非常に小さいんですよ。

そういう意味からすると、例えばその地元企業との技術相談であるとか、そういうことは工

大とか高専とか、それと弘前大学の工学部、そのネットワークの中でやらないと、多分いろん

な分野やいろんな分野をサポートできない、カバーできないんじゃないかなと思います。で

すから、やっぱりこの八戸エリアとしては、その地域企業の課題とかっていうのを吸い上げ

て、それが工大とか高専とか弘前大学でなければ岩大、東北大っていうところのネットワー

クに繋げるそういうコーディネーターというかリエゾンがいないと、なかなか地元企業さん

から課題を吸い上げることもできないし、地元企業も声を上げることができないんじゃない

かなというふうに思います。 

以前、高専が持っている産業技術振興会というところで講演したんですが、研究のテーマ

なり、こういう共同研究できますよということをいくつも発表したんですけども、結果的に

１つも地元企業さんから声が上がってこないんですね。私、同じ講演内容を東北大学でやっ

たときには、終わったすぐ直後に３社から、３社とも 1000万円単位の共同研究の申し出があ

ったんですよ。別に 1000万じゃなくたっていいんです、100万でも 50万でもできる研究なん

ですけど、声が上がってこなかったんですよ。つまり上げ方がわからない、どうしたらいいか

わからない。まだギャップがあるんじゃないかなと思うんですね。それを詰めてあげること

によって地域の課題解決、それから学校の学生と教員の活性化に結びつくのかなというふう

に思います。すぐというわけじゃなくても結構ですけども、やはり地域企業の声を聞く、高専

や工大や弘大と繋げていくような、そういうリエゾン機能をどこかで考えていただければあ

りがたいなというふうに思います。 

この前の日曜日ですけど、アマゾンが地域企業の課題を取り上げて、その地域企業の課題

に対してどういうアイデアがあるかっていうのを半年間ずっとサポートする、「アマゾン AWS」

という会社があるんですけど、そこがお金出してずっと半年間その支援をした発表会があっ

たんです。地域企業、介護の会社さんがどうやってネットワークシステム作ったらいいかと

か、いろんな課題が出てきたのを、高専生が解決して新しいプログラムだとかサービスだと

かを提案していくっていう、そういうイベントを半年間やって発表会があったんですが、す

ごい面白いアイデア出てくるし、現実に企業もこれで開発に持っていってもいいよっていう

ようなものも出てきているし、やっぱり若者は新しいこと考えるし、地域企業もそれなりに

問題点持っているんですよね。そういうアクションをやっぱりいろいろ積み上げていくと地
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域も活性化するし、若者もなんか俄然やる気が出て、じゃあ八戸に残ってみようかなって思

うんじゃないかなと思います。武輪さんのお話、非常にやっぱり基礎になっていて刺激的な

話になると思います。それをこの会議なり行政が、うまく救い上げる機能ができてくるとあ

りがたいなというふうに思いますけども。 

○熊谷会長（八戸市長） 

ありがとうございます。今の御意見に何かございましたら。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

弘大行ってきた話をしたんですけど、やはり非常に地域に貢献したいという、いろいろお

話をさせていただいたんですけど、そういう意向というか思いは非常に強かったですね。離

れてはいますけども、八戸の地域に貢献するということについては非常に意義のあることだ

というお話をされていました。 

そもそも去年の２月に中教審の答申があって、地方大学をこれから支援していくという方

向性が、答申が出されたんですけども。その中で、ただ単に支援するんではなくて、いかに地

域に貢献していく、なくてはならない存在になっていくか。大学、高等教育機関がなっていく

かということが、これから大きなテーマだという方向性出されて、そういう努力をしないと

ころは、この少子化の中でなかなか無理ですねっていうくらいのトーンだったと思うんです

よ。その貢献の仕方としては、やはり連携のプラットフォームをしっかりと作って、具体的な

事業で地域に役立っているということをしっかりと構築していくということが求められると

いうようなことだったんで。この産学官、今の我々はそれを先取りしてるという気もしない

でもないんですけども、より具体的な成果を出していくように、そういう取組をしていくの

が非常に重要だというふうに思います。 

○熊谷会長（八戸市長） 

ありがとうございます。ほかに何かございませんでしょうか。 

○土屋委員（八戸工業高等専門学校 校長） 

最後に、このデータを出していただいてありがとうございました。びっくり仰天しました、

このデータを見て。これ今、０歳が 1000人ですよ。いや、こんなふうになっちゃうのかとび

っくりしました。本当にいろいろ手を打たないと消滅しちゃう感じがしちゃいますね。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

今年の４月の 18歳人口が、日本で 110万人なんですよ。10年後がちょうど 100万人、あと

８年ですね。2024 年の出生数が 68 万 4000 人。そうすると 10 年間で 10万人減って、残りの

８年間で 30万人減るんですよ。だから、18歳人口ってもう生まれてきた人ですから変えよう

がないんで、これ現実なんですよね。 

○土屋委員（八戸工業高等専門学校 校長） 

すごい現実を突きつけられていますよね。 
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○金子委員（八戸工業大学 学長補佐） 

今週頭に岩手県に行きましたけど、岩手県盛岡でもそっくりですね。岩手県の人口もほと

んど同じ。 

○小林委員（八戸学院大学 学長） 

68万 4000人も地域差がありますからね、さらに。 

○金子委員（八戸工業大学 学長補佐） 

北東北はみんなこんな感じですよね、秋田も大変みたいですしね。 

○土屋委員（八戸工業高等専門学校 校長） 

八戸だって、今とりあえず 18歳が 1800人が 1000人ですよ。 

○熊谷会長（八戸市長） 

ありがとうございます。いろいろいただいた意見、今後の産学官連携事業に活かしてまい

ります。特に令和８年度の事業につきましては、令和７年度の継続というのが８本のうち６

本ありますので、今日いただいた意見を活かして、よりいい事業にするようにしてまいりま

す。 

それから、危機管理に関して非常にいいお話、金子さんからいただきました。それから、八

戸学院大学の福田先生の方からも協力するよというお話をいただいておりますので、またそ

の辺のところも連携を図りながら。 

それでは、以上で「その他」の案件を終わりますが、皆様から頂いた御意見については、事

業検討部会で議論を進め、次回の会議にて進捗等を報告させてもらえればと思います。 

それでは司会の方へ進行をお返しします。 

○司会（小笠原政策推進課長） 

皆様、長時間にわたり御審議いただきましてありがとうございます。それでは、これをもち

まして、「令和７年度 第２回八戸産学官連携推進会議」を終了いたします。ありがとうござい

ました。 


